
　
市
で
は
、
新
し
い
芭
蕉
翁
記
念
館
と
博

物
館
、美
術
館
を
兼
ね
備
え
た
施
設
を「
美

術
博
物
館
」
と
総
称
し
て
、
そ
の
建
設
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
伊
賀
市
は
古
来
よ
り
、
芭
蕉
翁
の
俳
文

学
・
伊
賀
焼
・
伝
統
行
事
な
ど
、
固
有
の

文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、絵
画
、

書
、
文
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く

の
偉
大
な
文
化
人
や
芸
術
家
も
輩
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
歴
史
的
な
遺
産
や

遺
跡
も
数
多
く
有
し
、
指
定
文
化
財
は
県

内
最
多
の
数
を
誇
る
な
ど
、
豊
か
な
歴
史

文
化
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
伊
賀
市
に
は
そ
の
豊
か
な
歴

史
文
化
を
適
切
に
保
存
す
る
施
設
が
あ
り

ま
せ
ん
。
芭
蕉
翁
記
念
館
は
老
朽
化
が
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
保
存
・
展
示
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史

資
料
や
美
術
作
品
な
ど
も
適
切
な
保
存
環

境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
課
題
を
解
決

し
な
い
ま
ま
で
は
、
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
貴
重
な
歴
史
文
化
資
料
は
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
の

歴
史
文
化
や
そ
の
魅
力

を
知
る
機
会
が
少
な
い

こ
と
も
課
題
で
す
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
美
術
博
物

館
が
必
要
で
す
。
美
術

博
物
館
は
、
収
蔵
庫
を

設
置
し
、
学
芸
員
を
配

置
し
て
、「
伊
賀
の
歴

史
文
化
」
を
適
切
に
保
存
・
管
理
し
、
研

究
し
、
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の

施
設
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
開
・
活
用
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
身
近
に
歴
史
文
化
に
触
れ
る
場
を
作

る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
や
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
む

場
と
し
て
未
来
へ
の
投
資
を
行
い
ま
す
。

　
建
設
に
関
す
る
課
題
、
目
的
、
方
向
性

な
ど
を
明
確
に
す
る
た
め
、
基
本
構
想
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
伊
賀
市
美

術
博
物
館
基
本
構
想
（
中
間
案
）
に
対
す

る
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
提
出
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
・
該

当
箇
所
と
そ
れ
に
対
す
る
意
見
内
容
を
明

記
の
上
、
美
術
博
物
館
建
設
準
備
室
ま
で

※
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
提
出
で
き
ま
す
。

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
で
も
受
付

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
個
別
の

回
答
は
行
わ
ず
、
検
討
資
料
と
し
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
美
術
博
物
館
建
設
準
備
室

　
（
本
庁
舎
４
階
）

○
芭
蕉
翁
記
念
館

○
各
支
所

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
募
集
期
限
】

　
３
月
26
日
㈫　
午
後
５
時　
※
必
着

◆
伊
賀
市
の
豊
か
な
歴
史
文
化

◆
な
に
を
め
ざ
す
の
？

◆
伊
賀
市
の
課
題

◆
な
ぜ
必
要
な
の
？

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
ご
意
見
）

を
募
集
し
て
い
ま
す

なぜ必要なの？

美術博物館の建設に向けて
【問い合わせ】　美術博物館建設準備室　☎ 41-0400　℻  22-9694　 museum@city.iga.lg.jp

奥知勇収集古伊賀・古信楽器物類
（県指定有形文化財）

更科紀行　芭蕉自筆稿本（重要文化財）

伝える

守　る

育　む

集　う

創造の拠点

交流の拠点

情報発信の拠点

保存継承の拠点

元永定正「あかとみどり（Red&Green）」

伊賀市役所 本庁舎

３月のアート情報
本庁舎で下記の展示を行っています
◆４階市民ミニギャラリー
○現代アート 森實春美作品展
◆１階玄関横
○伊賀市寄贈作品展示
　絵画「面とワーヤン」荒木　寛

○いけばな（伊賀華道協会）
※都合により展示物が変わる場合
があります。

※観覧時間は市役所の開庁時間に
準じます。

市民ミニギャラリー展示作品募集中
【問い合わせ】
　美術博物館建設準備室
　☎ 41-0400
　℻  22-9694

三
重
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
「
組
み
写
真
の
部
」

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

◆春の通常展「春を楽しむ　穐月明の花と新緑」
　穐月明が水墨と淡彩で描いた清楚でこの上なく美しい草花をぜひ
この機会にご覧ください。

【と　き】　３月８日㈮～４月７日㈰　午前 10時～午後４時 30分
　　　　　（入館は午後４時まで）　※火曜日休館

【ところ】　ミュージアム青山讃頌舎
【料　金】　一般 300円（高校生以下無料）

◆関連イベント
○ギャラリートーク「穐月明の庭と植物」

【と　き】　３月 17 日㈰　午後１時 30分～
【ところ】　ミュージアム青山讃頌舎
○呈茶「花の呈茶会」（要予約）

【と　き】　３月 30 日㈯、31 日㈰、　４月６日㈯
　①午前 10時　②午前 11時　③午後１時　④午後２時

【ところ】　ミュージアム青山讃頌舎　茶室
【定　員】　各回 12人
【料　金】　400円（抹茶、お菓子代）

【申込先・問い合わせ】　青山ホール　☎ 52-1109

だより

　「
広
報
い
が
」
に
つ
い
て
あ
な
た
の

声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
回
答
方
法
な
ど
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
三
重
県
広
報
協
会
が
主
催
す
る
「
令
和

５
年
度
三
重
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

広
報
写
真
（
組
み
写
真
の
部
）
で
、「
広

報
い
が 

令
和
５
年
12
月
号 

４
〜
５
ペ
ー

ジ
」が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
組
み
写
真
は
、
12
月
号
の
特

集
と
し
て
、
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と

な
っ
た
「
上
野
天
神
祭
」
を
取
材
し
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
城
下
町
の
活
気
と
に
ぎ
わ
い

が
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
た
い
と
考

え
、
祭
り
に
参
加
す
る
人
の
「
笑
顔
」
を

テ
ー
マ
に
構
成
し
ま
し
た
。

　
　

　
　

　

　
祭
り
を
つ

く
る
人
、
見

る
人
の
双
方

の
笑
顔
を
、

ダ
ン
ジ
リ
の

曳ひ

き
手
、
囃は

や

子し

方
、
鬼
や

見
物
客
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
読
者
の
皆
さ
ん
に
伊

賀
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、「
伊
賀
市

広
報
」
の
腕
章
を
付
け
て
取
材
し
て
い
き

ま
す
。
も
し
見
か
け
た
時
は
取
材
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘
書
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
３
６　
℻  
24
・
７
９
０
０

　

hisho@
city.iga.lg.jp

上野天神祭のダンジリ

笑顔がつなぐ
行事を未来へ

四百年の歴史
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